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四万十類層群と牟婁層群の境界部におけるトンネル建設のための高精度物理探査結
果について

High resolution geophysical survey results at the proposed construction site of a tunnel
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和歌山県 A 地区のトンネル建設予定地点の地質状況を把握するため、弾性波探査（高精度探査）と高密度電気探査の
組合せによる調査を行った。トンネル建設においては、特に孔口付近の地質状況の把握が重要である。探査結果、最も
重要となるトンネル孔口付近の地質状況について、次のような地質状況を精度良く検出することができた。

1．四万十類層群と第三紀牟婁層群の境界
2．四万十類層群と第三紀牟婁層群の地質構造
3．断層破砕帯の状況
4．牟婁層群内に存在する礫岩層の分布状況


